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プレートコンパクター

取扱説明書
三笠製品をお買い上げいただきありがとうございます。
ご使用前に本書をよくお読みになり、正しく安全にお使いください。
お読みになった後は、いつでも見られる所に保管してご利用ください。
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1. はじめに 
●　この取扱説明書は、 プレートコンパクターの正しい取扱方法、 簡単な点検及び手入れについて　 
　　 記載してあります。 本機の優れた性能を生かし、 お仕事の能率を上げ効果的な作業を進める為
　　 に、 ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読み下さい。

●　お読みになった後も必ずお手元に保管し、分からない事があった時には取り出してお読み下さい。

●　エンジンの取扱に関しては、 別途エンジン取扱説明書を参照して下さい。

●　補修部品、 パーツリスト、 サービスマニュアル及び修理に関しては、 販売店 ・当社各営業所もし
　　 くは三笠部品サービスセンターにお問い合わせ下さい。 なお、 パーツリストは当社ホームページ
　　 http://www.mikasas.com/ の三笠WEB パーツリストでも公開しております。 是非ご利用下さい。

【用途】
本機は起振体の一軸振動を転圧盤を介して地面に伝え、 表面を平坦にする機械です。 土砂及び砂
利の敷き均しや、 アスファルト舗装の仕上げ作業等表面を平坦にする作業に適します。

【誤用途、 誤使用の警告】
水分の多い地面、 特に粘土質の現場では、 機体が進行せず作業に適しません。 また、 大きな石が
含まれた土質の場合、 転圧力が不足し敷き均しが出来ません。

本機は表層を平坦にする機械であり、 締め固めを重視する現場には適しません。 下層まで締め固め
が必要な場合は、 ランマー、 バイブロコンパクター、 振動ローラー等締め固め効果が大きい作業機
を使用して下さい。

本機は土砂、 土、 砂、 及びアスファルトの転圧に使用します。 それ以外の作業に使用してはいけま
せん。

【構造】
本機上部は、 エンジン、 ハンドル、 ベルトカバー及びガードフックで構成されており、 これらを固定
するエンジンベースは転圧盤に防振ゴムを介して固定されています。
本機下部は転圧盤と起振体で構成され、 起振体には一個のアンバランスシャフト ( 振子軸 ) が内臓さ
れています。 このアンバランスシャフトには、 上部のエンジン出力軸に取り付けられた遠心クラッチか
ら Vベルトを介し動力が伝達されます。

【動力伝達】
原動機として 4 サイクル空冷単気筒ガソリンエンジンを搭載し、 エンジン出力軸には遠心クラッチが取
り付けられています。
エンジン回転数を上げる事により、 遠心クラッチが繋がり、 クラッチドラムと一体の Vプーリー ・ Vベ
ルトを介して起振体 Vプーリーと連結し、 エンジン回転数を転圧に適した回転数に変換します。
起振体Ｖプーリーは、 転圧盤に固定された起振体ケース内に設けられた一個のアンバランスシャフト
( 振子軸 ) を回転させ、 それによって生じる振動を転圧盤に伝達させます。
転圧盤の振動で機体は前進し、 振動と本機の重量で地面の転圧 ・均し作業を行います。

この取扱説明書に記載されているイラストが、 設計変更等により一部実機と異なる場合があります。

2. 機械の用途と警告、及び構造と動力伝達 
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4.9 ラベルの取付位置図

4

MVC-40GA, F40, F40T
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MVC-F40S ( 低騒音型 )

3 ： 9201-08360
銘板、 回転部接触禁止

5 ： 9201-04950
銘板、 取扱注意

1 ： 9202-03330 
銘板、 騒音保護 ・防止
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銘板、 取扱説明書熟読
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銘板、 一般的取扱注意
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銘板、 NETIS

この数字は部品コードです。
注文の際にご利用下さい。

5 ： 9201-04950
銘板、 取扱注意

7-1 ： 9201-09530
銘板、 Mikasa(125) イエロー /MVC-40GA, F40  

7-2 ： 9201-12180
銘板、 低騒音型プレート ( 縦 ) 白 /MVC-F40S

8 ： 9202-09150
銘板、 V ベルトサイズ /RPF-3270

9-1 ： 9202-12421
銘板、 製番 /MVC-40GA
9-2 ： 9202-14150
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9-3 ： 9202-19160
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9-9 ： 9202-14660
銘板、 製番 /MVC-50GBT/ 中折れ , 水タンク付
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5. 外観図
5.1 外観寸法図 (mm)

5.1.1 MVC-40GA

5.1.2 MVC-F40,F40S,F40T

5.1.3 MVC-50GB,50GBT
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5.2 コントロール装置位置及び装置名称
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MVC-50GB, 50GBT

  1 始動ノブ
  2 ストップスイッチ
  3 チョークレバー
  4 調速レバー
  5 燃料コック
  6 ハンドル
  7 中折れハンドル
  8 ガードフック
  9 転圧盤
10 起振体
11 散水コック

MVC-40GA, F40, F40S
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6. 仕様
6.1 MVC-40GA,F40系

8

エ　ン　ジ　ン
型　　　　　　式
機　関　型　式
行　程　容　積

最　大　出　力

冷　却　方　式

使 用 潤 滑 油

潤　滑　油　量
使　用　燃　料
燃料タンク容量
使 用 点 火 栓

ロビン EH09-2F

86cc
2.1kW/4,200m
2.8PS/4,200rpm

0.3L(300cc)

1.5L
NGK BMR4A

-1

空冷 4サイクルガソリンエンジン

            強制空冷式
自動車用エンジンオイル (SE 級以上 )
SAE#20 ～ #30( 寒冷時 10W-30)

     自動車用無鉛ガソリン

型　　　　　　式

搭載エンジン
主　要　寸　法
全　　　　　　長
全　　　　　　幅
全高 ( ハンドル )
転圧盤 ( 長さ×幅 )
性　　　　　　能
振　　動　　数
遠　　心　　力
速　　　　　　度　　
起振体オイル量
起振体オイル
機機質量 /運転質量
水タンク容量
使用 Vベルト
セット回転数

ロビン EH09-2F

840mm
290mm
820mm
420X290mm

103Hz(6,200vpm)
7.2kN(730kgf)
22 ～ 25m/min
300cc
SAE10W-30
46kg

RPF3270
4,000rpm

ロビン EH09-2F

880mm
290mm
840mm
480X290mm

103Hz(6,200vpm)
7.2kN(730kgf)
25m/min
140cc
SAE10W-30
47kg

RPF3270
4,000rpm

←

865mm
←
865mm
←

←
←
←
←
←
47kg

←
←

MVC-40GA
MVC-F40

STD 中折れハンドル

型　　　　　　式

搭載エンジン
主　要　寸　法
全　　　　　　長
全　　　　　　幅
全高 ( ハンドル )
転圧盤 ( 長さ×幅 )
性　　　　　　能
振　　動　　数
遠　　心　　力
速　　　　　　度　　
起振体オイル量
起振体オイル
機機質量 /運転質量
水タンク容量
使用 Vベルト
セット回転数

ロビン EH09-2F

840mm
290mm
820mm
420X290mm

103Hz(6,200vpm)
7.2kN(730kgf)
22 ～ 25m/min
300cc
SAE10W-30
53kg / 62kg
9L
RPF3270
4,000rpm

STD 中折れハンドル
ロビン EH09-2F

880mm
290mm
840mm
480X290mm

103Hz(6,200vpm)
7.2kN(730kgf)
22m/min
140cc
SAE10W-30
51kg

RPF3270
4,000rpm

←

900mm
←
870mm
←

←
←
←
←
←
52kg

←
←

MVC-F40Ｔ
MVC-F40S



6.2 MVC-50GB,50GBT
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エ　ン　ジ　ン
型　　　　　　式
機　関　型　式
行　程　容　積

最　大　出　力

冷　却　方　式

使 用 潤 滑 油

潤　滑　油　量
使　用　燃　料
燃料タンク容量
使 用 点 火 栓

空冷 4サイクルガソリンエンジン

            強制空冷式
自動車用エンジンオイル (SE 級以上 )
SAE#20 ～ #30( 寒冷時 10W-30)

     自動車用無鉛ガソリン

-1

ロビン EX13

126cc
3.2kW/4,000m
4.3PS/4,000rpm

0.6L(600cc)

2.7L
NGK BR6HS

ロビン EX13

925mm 
345mm
815mm
460X345mm

97Hz(5,800vpm)
9.8kN(1,000kgf)
20 ～ 25m/min
300cc
SAE10W-30
62kg / 70kg
8.5L
RPF3270
3,600rpm

←

940mm
←
850mm
←

←
←
←
←
←
63kg / 71kg
8.5L
←
←

STD 　　　　中折れハンドル

MVC-50GBT　（水タンク付）

ロビン EX13

865mm 
345mm
815mm
460X345mm

97Hz(5,800vpm)
9.8kN(1,000kgf)
20 ～ 25m/min
←
←
59kg

←
3,600rpm

←

880mm
←
850mm
←

←
←
←
←
←
60kg

←
←

STD    　　　 中折れハンドル

MVC-50GB
型　　　　　　式

搭載エンジン
主　要　寸　法
全　　　　　　長
全　　　　　　幅
全高 ( ハンドル )
転圧盤 ( 長さ×幅 )
性　　　　　　能
振　　動　　数
遠　　心　　力
速　　　　　　度　　
起振体オイル量
起振体オイル
機機質量 /運転質量
水タンク容量
使用 Vベルト
セット回転数



7. 運転前点検 

　    エンジンが停止した状態で点検を行ってください。
　    回転部に巻き込まれますと、 重大な傷害を負う　    
　    危険性があります。
　    本機を水平にし、 機体が動かない事を確認して
　    から点検して下さい。

　    作業前の点検箇所は 14 ページに記載されてい　    
　    る「各部点検スケジュール表」を参照して下さい。
　    なお、 初回運転前は必ず下記点検項目を全て　    
　    行って下さい。

1　　各部を綺麗に掃除し、 泥 ・埃の無いように手入　  
　    れをして下さい。
　    特に転圧盤の底面に付着した泥、 エンジンの冷
　    却風吸入口、 気化器及びエアクリーナーの周辺
　    は綺麗にして下さい。

2　　各部の締付ネジが緩んでいないか確認して下さ　    
　    い。 振動のためネジが緩んでいると思わぬ事故
　    や故障の原因となります。

3　　ガードフック、 ベルトカバー、 防振ゴムを点検し、
　    破損が無いか確認して下さい。

4　　V ベルトの緩みを点検して下さい。 張りの具合は
　    両軸の中間の所を強く指で押して 10 ～ 15mm位
　    たわむように張ってあれば正常です。
　    V ベルトが緩んでいますとエンジン動力の伝達が
　    悪く、 転圧力が少なくなり、 Vベルトの寿命も短
　    くなります。 また発生する転圧力が小さいのでエ
　    ンジンの回転を上げると不整振動が発生し故障の
　    原因となります。

5　　エンジンを水平にしてオイルを点検し、 不足して
　    いる場合は補充して下さい。   ( 図 1)
　    エンジンオイルは下記の表に記載されている物を
　    使用して下さい。
　 

使用オイル (SE 級以上 )

SAE#30

SAE#30、 #20

SAE#20

SAE#10

温度

25℃以上

25 ～ 10℃

10 ～ 0℃

0℃以下

夏

春 ・秋

冬

最高油面

最低油面
 (要補給) オイルゲージ

図1

危険！

★
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本機を水平にして起振体のオイルレベルプラグを外
し、起振体オイルが口元まで入っているか確認して
下さい。オイルレベルプラグはMVC-
40GA,50GB,50GBTは起振体ケース右側面(反ベル
ト側)、MVC-F40,F40Sは正面にあります。(図2)
起振体オイルはエンジンオイル#10W-30を使用して
ください。油量はMVC-40GA,50GB,50GBTが300cc
、MVC-F40,F40Sは140ccです。
起振体オイルは一ヶ月又は200時間運転毎にプラグ
を外し、本機を傾けて全て排出させ、新しい物と交
換して下さい。

燃料は自動車用無鉛ガソリンです。燃料を入れる場
合は必ずフィルターを通して濾過しながら入れて下
さい。

燃料コックのレバーを下にして、燃料を通します。
 (図3-1,3-2)

6

7

1

8.1  始動

図 2

写真はMVC-40GA,50GB,50GBT

エンジンをかけたままで絶対に給油しな
いで下さい。
火災の危険があります。

燃料補給中は絶対にタバコを吸ったりそ
の他火気を近付けないで下さい。
火傷や火災等重大な危険を引き起こす
恐れがあります。

燃料を補給する時は周囲に可燃性の無
い場所を選び、 燃料をこぼさぬ様注意し
て下さい。 もしこぼれたら良く拭き取って
下さい。

危険！

危険！

危険！

8. 運転
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エンジンの排気ガスには一酸化炭素が含
まれており大変危険です。
換気が悪い所では使用しないで下さい。

警告！

  MVC-40GA,F40,F40S
( ロビン EH09-2F)

図 3-1

閉

開
燃料コック

調速レバー 高速

チョークレバー



2　　ストップスイッチを “ON(l)” の位置にします。
　　  ( 図 4)

3　　調速レバーを半開にし、 寒い時やエンジンがか　
　    かりにくい時はチョークレバーを閉じます。
　　  ( 図 3-1,3-2)

4　　リコイルスターターの始動ノブを握り、 少し引くと　    
　    軽く手ごたえがあります。 そこから勢い良く引張っ
　    て下さい。 この時、 ロープを引張りすぎるとロー
　    プが切れたり抜けてしまう恐れがありますから御注
　    意下さい。 ( 図 5)

5　　エンジンが始動したらすぐに調速レバーを戻し、　    
　    爆発音を聞きながらチョークレバーを徐々に戻し
　    全開にします。 始動後は、 必ず 2～ 5分程度　    
　    低速で暖機運転を行います。 特に寒冷時には必
　    ず実行して下さい。 この間にガス漏れ等異常が　    
　    無いか確認して下さい。

　注意
　    調速レバーを半開のままにすると、 遠心クラッチ
　    がスリップした状態となり、 遠心クラッチの故障　    
　    の原因になるとともに、 本機が異常振動を起こし
　    危険です。 エンジンが始動したらすぐに調速レ　    
　    バーを低速に位置に戻して下さい。

MVC-50GB,50GBT
    ( ロビン EX13)

図 3-2

図 4

図 5

12

O
N

“ON(l)”

燃料コック

高速 調速レバー

チョークレバー閉

開

MVC-50GB,50GBT( ロビン EX エンジン )
スピードコントロールレバーを操作するとき、
指がカバーの隙間に挟まれないように注意
してください。

危険！

始動ノブ



1　　調速レバーを一気に開くと本機は振動と前進を始
　    めます。 ゆっくり開くとクラッチがスリップしてしま　    
　    いますので調速レバーの開閉はためらわず一気
　    に行って下さい。 ( 図 3-1,3-2)

2　　粘土を含む土壌で作業する場合、 転圧盤が地
　    面から離れにくく、 走行が遅くなります。 このよう
　    な場所では転圧盤の底面に粘土が付着していな
　    いか点検して下さい。 なお、 粘土質や高含水比
　    の土壌には本機の転圧力が有効に働きませんの
　    で、 ランマー等の転圧機を使用するか、 適正な
　    含水比まで乾燥させて下さい。

3　　運転を止める時は、 調速レバーを一気に戻して
　    下さい。

1　　作業を止めてエンジンを停止させる時は、 調速レ
　    バーを戻し低速回転で 3～ 5分程エンジンを回
　    してエンジンの温度が下がってからストップスイッ
　    チを “OFF(○)” 側に回して下さい。 ( 図 6) エン
　    ジンが熱い内に停止させますと、 シリンダー内壁
　    の油膜が焼けて磨耗を早める等、 本機へ悪影響
　    を与え寿命が短くなったり思わぬ故障の原因とな
　    ります。

2　　燃料コックのレバーを閉じて下さい。
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9. 停止 

O
N
 “OFF(○)”

8. 2 運転



10. 輸送 

クレーンによる積み込み・積み下ろし作業はクレーン・
玉掛けの資格が必要です。

1 　本機の積み込み積み下ろしはクレーン等で行って 
　　下さい。
2 　積み込み積み下ろし作業の際は指揮者を決め、　
　　必ず指揮者の指示により作業を行って下さい。
3 　吊り上げの際は必ずガードフックに吊り上げ具を引
　　掛けて下さい。 ハンドルに吊り上げ具を引掛けて
　　の吊り上げは絶対に行わないで下さい。
　　( 図 7)

1　 各部のゴミや泥を水洗いして落として下さい。
2 　ゴミ、 埃がかからないようカバーをかけて直射日光
　　の当たらない湿気の少ない場所に格納して下さ
　　い。

( 長期保管するとき )
3　 燃料タンク、 燃料パイプ、 気化器の燃料は綺麗　
　　に抜き取って下さい。
4 　給油、 オイル補充・交換をもれなく行って下さい。
　　点火栓を外してエンジンオイルを数滴シリンダ内に
　　流し込み、 数回手回しして内部に充分行き渡らせ
　　ましょう。
5 　エアクリーナー、 マフラーの吸入口及び排気口を
　　しっかり覆って下さい。
6 　屋外に放置せず、 屋内に格納して下さい。
7 　本機を横 ( 後 ) 倒しにして保管しないで下さい。

警告！

●ガードフレームや防振ゴムの破損、 ネジの緩み、 脱落が無く
　 安全である事を確認して下さい。
●吊り上げの際は必ずエンジンを停止させ、 燃料コックを閉じて
　 下さい。
●強度が充分で、 キンクや型崩れの無いワイヤーロープを用い
　 て下さい。
●真っ直ぐに衝撃をかけないようにゆっくり吊り上げ、 吊り上げ
　 た機械の下には絶対に人や動物が入らないようにして下さい。
●安全のため、 必要以上の高さには吊り上げないで下さい。

●運搬時はエンジンを停止させ、 燃料コックを閉じて下さい。

●運搬時は必ず燃料を抜いて下さい。

●本機が動いたり、 倒れたりしないようしっかり固定して下さい。

10.1 積み込み、積み下ろし 

10.2 運搬に関する注意事項 

警告！

11. 保管 
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12. 定期点検と調整 

外観
燃料タンク
燃料系統
エンジンオイル
防振ゴム
起振体オイル
エアクリーナー
ガードフック
ボルト ・ ナット類
エンジンオイル
エンジンオイル
起振体オイル
Vベルト
クラッチ
起振体オイル
燃料パイプ類
エアクリーナーエレメント

傷、 ゆがみ
漏れ、 油量、 汚れ
漏れ、 油量、 汚れ
漏れ、 油量、 汚れ
亀裂、 磨耗、 破損
漏れ
スポンジの埃
破損、 傷、 ボルトの緩み ・脱落
緩み ・脱落
初回のみ交換
交換
漏れ、 油量、 汚れ
傷、 張り
汚れ、 傷、 磨耗
交換
交換
交換

毎日 ( 作業前 )

20 時間毎
100 時間毎

200 時間毎

2年毎
不定期

ガソリン

エンジンオイル

エンジンオイル

エンジンオイル
エンジンオイル
エンジンオイル

エンジンオイル

点検時期 点検箇所 点検項目 油脂類

1 各部点検スケジュール表

エンジン関係の点検及び整備につきましては、 付属のエンジン取扱説明書を参照して下さい。

注 ) 上記は標準状態での点検時間です。 使用条件により内容が異なってきますので御注意下さい。

ボルト ・ ナット類の増し締め等を行う際は、 下記締付トルク一覧表に従って下さい。

6mm 8mm 10mm 12mm 14mm 16mm 18mm 20mm
4T(SS41) 70 150 300 500 750 1,100 1,400 2,000
6-8T(S45C) 100 250 500 800 1,300 2,000 2,700 3,800
11T(SCM3) 150 400 800 1,200 2,000 2,900 4,200 5,600
相手材質がアルミニウムの場合 100 300～350 650～700

ネジ径 

材質 

(本機に使用しているネジは全て右ネジです。) 

締付トルク一覧表 ( 単位 ： kgf ・ cm、 1kgf ・ cm=9.8N ・ cm)
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2　　エンジンオイルの交換
　    エンジンオイルは初回 20 時間、 以後 100 時間　    
　    運転毎に交換して下さい。 　    

3　　エアクリーナーの清掃
　    エアクリーナーエレメントの汚れが酷くなると、 エ
　    ンジンの始動不良、 出力不足や運転への支障　    
　    の原因となるばかりでなく、 エンジンの寿命を極
　    端に短くしますので、 必ずエレメントの清掃を行っ
　    て下さい。 汚れが取れない場合はエレメントを交
　    換して下さい。 ( 詳細は別紙エンジン取扱説明　    
　    書を参照 )

4　　V ベルト ・ クラッチの点検
4-1  V ベルト　
　    200 時間毎にベルトカバーを外し、 Vベルトの張
　    り具合を点検して下さい。 張りの具合は両軸の中
　    間の所を強く指で押して 10 ～ 15mm位たわむよ
　    うに張ってあれば正常です。
4-2  クラッチ　
　    クラッチの点検は、 Vベルト点検と同時に行って
　    下さい。 クラッチの外周ドラムの焼き付きや V溝
　    の磨耗 ・損傷を目視で点検します。 また、 V溝
　    が汚れている時は綺麗に掃除して下さい。
　    ライニングシュー等の磨耗は運転検査で確認しま
　    す。 シューが磨耗してくると動力の伝達が悪くな
　    り、 クラッチがスリップします。
　    

      運転中に振動が弱くなったり、 エンジンは正常に
　    回転しても振動しない場合は 200 時間点検に関
　    わらず Vベルト ・ クラッチの点検 ・交換を行って
　    下さい。

5　　起振体オイルの点検 ・交換
　    本機を水平にして起振体のオイルレベルプラグを
　    外し、 起振体オイルが口元まで入っているか確　    
　    認して下さい。 オイルレベルプラグは起振体ケー
　    ス右側面 ( 反ベルト側 ) にあります。 (11 ページ　    
　    図 2参照 )
　    起振体オイルはエンジンオイル #10W-30 を使用
　    して下さい。 油量は 8ページを参照して下さい。
　    起振体オイルは一ヶ月又は 200 時間運転毎にプ
　    ラグを外し、 本機を傾けて全て排出させ、 新し　    
　    い物と交換して下さい。

　 

16

注意！



13. トラブルシューティング 
13.1 エンジン

13.2 本機

1   始動不良

2   運転不調

3   リコイルスターターの動きが悪い

燃料があり点火栓
が発火しない

燃料があり点火栓
は発火する場合

気化器に燃料が
来ない場合

力 　が　　弱　　い

エンジンの過熱

回　 転　  変　  動

エンジンは回るが
不定振動又は振
動しない

高圧コードまで
電気が来ている

高圧コードに電
気が来ない

圧縮が良い場合

圧縮が悪い場合

圧縮が良く失火
も無い

圧縮が良く失火
がある

点火栓がブリッジしている
点火栓にカーボンが溜まっている
点火栓の絶縁不良にいる短絡
火花間隙不適

停止ボタンスイッチの短絡
イグニッションコイルの不良

消音器のカーボンによる閉塞
不良燃料の使用
エアクリーナーのカブリ
燃料に水又はゴミの混入

シリンダーガスケットの不良又は締付不良
ピストンリングの膠着
シリンダーの磨耗
点火栓の締付不良

エアクリーナの汚れ
燃料パイプに空気が入っている
気化器フロートチャンバーの油面の狂い
シリンダー内カーボンの溜まり

イグニッションコイルの不良
点火栓が汚れている
点火コイルが時折短絡する

燃料タンク内に燃料が無い
燃料コックの開き不良
燃料フィルターの詰まり
タンクキャップの空気穴塞がり
燃料パイプ中に空気が溜まる

圧縮不足 ( 圧縮が悪い場合を参照 )

燃焼室内にカーボン堆積過多
排気孔、 消音器のカーボンによる閉塞
点火栓熱価不良

ガバナの調整不良
ガバナスプリング不良
燃料の流通不良
吸入管系統からの空気吸い込み

起振体のベアリングロック
オイル量過多 ( 起振体 )
クラッチのすべり
Vベルトのすべり ・ 外れ
エンジンのセット回転数不良
転圧盤の磨耗
防振ゴムの磨耗 ・破損

回転部のゴミ詰まり
スパイラルスプリングのへたり
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